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2017年3⽉期 第３四半期決算レビュ2017年3⽉期 第３四半期決算レビュー
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2017年3⽉期 第３四半期決算レビュー①

創業来17期連続となる過去最⾼売上⾼、6期連続増益に向けて好調に推移
第３四半期においてはAI・IoT分野への積極的な投資をこなしつつも

ストック型ライセンス収⼊など順調に増加しており、計画通り順調に推移

（単位：百万円）

2016年3⽉期
第３四半期

実績

2017年3⽉期
第３四半期

実績
実績

前年⽐
2017年3⽉期

通期予想
2017年3⽉期
第３四半期
時点達成率

売上⾼ 1,851 2,311 124.8% 3,200 72.2%

営業利益 421 458 108 7% 640 71 5 %営業利益 421 458 108.7% 640 71.5 %

経常利益 422 454 107.5% 640 70.9%

純利益 235 236 100.4 % 434 54.3%
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2017年3⽉期 第３四半期決算レビュー②

■売上成⻑率及び利益率について

・当社の売り上げ構成は、ストック型のライセンス収⼊とフロー型のカスタマイズ収⼊
に分かれております。売上構成は、⼤凡、ライセンス収⼊：カズタマイズ収⼊＝8：2と
なっておりますなっております。

・Q2とQ3の期間売上を⽐較した場合、Q2の売上の⽅が多くなっておりますが、これ
は、フロー型のカスタマイズ収⼊が減少したことによる⼀過性のものであり、ストック
型のライセンス収⼊は、IoTプラットフォームサービス及びその他サービスにおいては、
通期で⾒ても前年⽐140％以上の成⻑率を⽰しております。また、ライセンス収⼊全体で
みても通期の前年⽐で130％以上の成⻑率を⽰しております。

・また、利益率についてですが、Q2に⽐べ3.6ポイント減少しておりますが、これは、期
初からご説明させて頂いております、研究開発投資が計画通り進捗している証であり今
期の利益計画通りの推移となっております。
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2017年3⽉期 第３四半期 研究開発の成果
（Cloud IoT OSの開発進捗）
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IoT/M2M協業済み企業

デバイス パ トナ 企業など8社増加し56社とのアライアンス実績デバイス、パートナー企業など8社増加し56社とのアライアンス実績
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AIを活⽤したアプリケーションの拡がり

様々な業界に向けてAI・IoTを活⽤した様々な業界に向けてAI・IoTを活⽤した
アプリケーションを提供に向けて開発中
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Cloud IoT OS新たにIDManagement基盤を強化。⽇本最⼤のMDMプラッ
トフォームと認証基盤の統合を実現

ApplicationsApplications

APIs

IDM Every Device Management OPTiM Apps
Device Management

(役割)
• 資産管理
• モニタリング

リ ト グ

IoT Explorer Insight Map Cloud Vision

Device Management
(Optimal Biz)

• リモートコンフィグ
• リモートアップデート
• デバイスからのデータ取得

OPTiM PaaS
Developer Desktop

(Utility Apps) (Kernelの役割)
• I/O制御（チャネル）

• メッセージング

Code Runtime
Manager Workflow

p
CenterDesktop • メッセージング

• データストア
• プロセス制御（ラムダ）

• クラスタリソース管理
• タスクスケジューラー

IoT デバイス
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フルAPI化によりマルチAI連携を実現

Core API
マルチテナントな階層管理、アプリ管理などのコアロジックを司るAPI

Device Management API
資産管理やモニタリング リモ トコンフィグ等のデバイス管理を司るAPI

Messaging / Datastore API 必要な機能

SDK/API
提供

資産管理やモニタリング、リモートコンフィグ等のデバイス管理を司るAPI

リアルタイムなストリームデータ、
及び永続化されたストリームデータのI/Oを司るAPI

Runtime API / OPTiM Code

のみ利⽤

Runtime API / OPTiM Code
クラウド上でユーザープロセスを実⾏可能とするPaaSを司るAPI

ID Federation / Provisioning
ID連携サービス

3rdベンダー
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OPTiM Cloud IoT OSの進捗

• フルAPI化完了
– Core API
– Device Management APIDevice Management API
– Messaging / Datastore API
– Runtime API

• ID Management連携完了
– ID Federation(SAML/Open ID Connect)
– ID Provisioning(SCIM)

• 上記により実現できること
– Microsoft Azure / IBM Watson / Google Cloud Platform / Amazon Web ServiceのAI(⼈⼯知

能)系クラウドサービスとの連携
– クラウド・フォグ(エッジ)コンピューティングに必要な仕組み
– スケーラビリティの担保
– ID管理(権限コントロール)、基幹システム連携、アプリ連携
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６つの標準アプリを提供

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 13



Cloud IoT OSの特徴
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直感的なデスクトップUIを提供
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標準アプリ：IoT Explorer
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標準アプリ：Insight
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標準アプリ：SkySight
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標準アプリ：Cloud Vision
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標準アプリ：Code
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標準アプリ：OPTiM Store

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 21



2017年3⽉期 成⻑戦略2017年3⽉期 成⻑戦略
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成⻑戦略3つの柱

１．既存サービスも順調に市場が拡⼤している。この機に安定的な
収益をしっかり伸ばす

２． IoT/AI/Robot分野への投資を強化し、第４次産業⾰命の中⼼と
なる企業となる。また、あらゆる産業とOPTiMの持つIoT/AI/Robot
テクノロジー・ノウハウを融合させる「○○×IT」によりITの⼒で
新しい産業基盤を創造する

３．合弁会社設⽴による営業⼒強化による販売拡⼤、新サービスの
創造を推進する
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成⻑戦略3つの柱

１．既存サービスも順調に市場が拡⼤している。この機に安定的な
収益をしっかり伸ばす収益をしっかり伸ばす
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市場環境：MDM/EMMの既存サービス市場
OPTiMのMDM/EMMサービスはOPTiMのMDM/EMMサービスは

2014〜2019年度のEMM市場の平均成⻑率（平均19.1%）を⼤きくうわまって成⻑中
OPTiM IoTプラットフォームサービスは、FY2014:55.6% FY2015:58.5%

さらにEMMをベースとしたOPTiM Storeで成⻑率拡⼤を企図さらにEMMをベ スとしたOPTiM Storeで成⻑率拡⼤を企図

・IT専⾨調査会社IDC Japanによると、国内エンタープライズモビリティ管理ソリューショ
ン市場は2015年に94億円、2019年には181億円に達すると予測
＝＞MDM/EMMの既存サービスの市場は、拡⼤の⼀途をたどる予想。

・現在はデバイス管理のみの利⽤がほとんどであるが 今後モバイルアプリケーションの現在はデバイス管理のみの利⽤がほとんどであるが、今後モバイルアプリケ ションの
活⽤拡⼤によってアプリケーション管理のニーズが⾼まると予測
＝＞今後、 MDM/EMMの既存サービスの市場に加えて、OPTiM Storeのニーズが⾼まるこ
とが予想されます。エンタープライズ市場においてARPU（英語：Average Revenue Per User、加⼊者⼀⼈あたりの
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⽉間売上⾼）を拡⼤させていきます。 ※出典：IDC Japan 国内エンタープライズモビリティ管理ソリューション市場予測（2015/10/7）



１．既存サービスも順調に市場が拡⼤している。
この機に安定的な収益をしっかり伸ばす

MDM PCマネジメントサ ビス「O ti l Bi 」 が提供する S をはじめとしたMDM・PCマネジメントサービス「Optimal Biz」、
IDC Japan株式会社が発表した調査レポートにて、
EMMソリューション市場売上⾦額シェア年連続1位を達成
（2016/4/8）

Appleが提供するApple School Managerをはじめとした、
iOS 9.3における教育向け機能に対応したMDM・PCマネジメ
ントサービスOptimal Bizを提供（2016/5/26）

法⼈向けセキュア・マーケットプレイス「OPTiM Store」を
カスタマイズし、兼松コミュニケーションズが提供する法⼈
向けサービスストア「KCS Business App Store」を正式提
供開始（2016/7/28）

IoTデバイスを時空間で管理する概念「Zone Management」に
て、
新たな基本特許技術を権利化（2016/9/7）

供開始（2016/7/28）
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成⻑戦略3つの柱
■リモートサービス
新型ハードウェア「Telepathy Walker」をベースとした
「Remote Action model W」を新たに発表（2016/6/8）

SOMPOホールディングスグループのフレッシュハウスに、
世界初の遠隔作業⽀援専⽤スマートグラス「Remote Action」
を提供（2016/11/17）

■雑誌読み放題サ ビス「タブホ」■雑誌読み放題サービス「タブホ」
販売パートナーを拡⼤：セブンイレブン、ローソン、サークルK、サンクス、ミニストップ、
ファミリーマートなどのコンビニの他、DMM mobile、ギフトカタログのハーモニックでも販売
を開始。また、JALのラウンジでも無料利⽤を実施。
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2. 「○○×IT」によりITの⼒で新しい産業基盤を創造する

２． IoT/AI/Robot分野への投資を強化し、第４次産業⾰命の中⼼と
なる企業となる。また、あらゆる産業とOPTiMの持つIoT/AI/Robot
テクノロジー・ノウハウを融合させる「○○×IT」によりITの⼒で
新しい産業基盤を創造する
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市場環境：第4次産業⾰命とは？
18世紀半ばから起こった「第1次産業⾰命」は、⼯場制機械⼯業により産業・社会を変えました。19世紀に
は、⽯油と電⼒の活⽤による「第2次産業⾰命」に⾄り、⼤量⽣産・⼤量輸送の幕明けとなりました。そし
て現代においては、ITの発展と⽣産の⾃動化などで産業構造が変化する「第3次産業⾰命」期と定義されて
います。

では、「第4次産業⾰命」とは？ その⾰命によってもたらされるのは、IoT（モノのインターネット）によ
り、すべてのモノがインターネットでつながる世界。たとえば、⼯場内外のモノがネットワークでつなが
り、⼈⼯知能（AI）が⽣産を最適化させたり、需要と供給のバランスを加味して、効率的な⽣産・販売ルー
トを実⾏したりする世界。そんな時代が、2025年以降にはやってくると⾔われています。

（出典）Forschungsunion Wirtschaft und Wissenschaft Acatech ”Securing the future of German manufacturing industry
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市場環境：IoTとは？

IoT（モノのインターネット）の普及により、
さまざまな「モノ」がインターネットに接続されます

場所を問わず正確な情報を
リアルタイムに取得する
「モノ」が増加

・スマートデバイスの普及
「モノ」が増加・通信インフラの向上

・クラウドサービスの登場

1⼈１台 世界で70億台※

1⼈142台 世界で1兆台※
2009年

2020年

※出典：ローム社「NEハンドブックシ
リ ズ センサ ネットワ ク 発⾏ ⽇
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市場環境： AIの市場規模

AI（⼈⼯知能）の関連市場は、2015年には3.7兆、2020年には23.6兆 、
2030年には86.9兆にも及ぶとの調査結果もあり、実⽤化に向けた本格
活⽤が進みつつあります活⽤が進みつつあります。

第3次AIブ ムとも呼ばれる今回のブ ムでは マシ ン第3次AIブームとも呼ばれる今回のブームでは、マシーン
ラーニング（機械学習）やディープラーニング（深層学
習）による「特徴量表現」が可能となることで、今まで
に技術的な解決・応⽤が難しかったAI分野で⼤きな技術技術 解決 ⽤ 難 分 技術
的ブレークスルーをおこすことが期待されています。

OPTiMでは既に画像解析AIの研究開発に着⼿しており、
あらゆる産業と融合する「○○×IT」によりITの⼒で業
界・産業基盤を再構築することに取り組んでいます。

＝＞2016年度は画像解析を含むAI分野に注⼒を⾏い 技＝＞2016年度は画像解析を含むAI分野に注⼒を⾏い、技
術的なブレークスルーを起こし、新たなビジネス価値の
創造を⾏います。
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市場環境： Robot分野の市場規模
経済産業省の資料によると、Robot分野の市場規模は、2035年には9.7兆に達す経済産業省の資料によると、Robot分野の市場規模は、2035年には9.7兆に達す
るとしています。また、政府「ロボット新戦略」（2015年1⽉23⽇）では、ロ
ボットの市場規模を現在の6,000億円から2020年には2兆4,000億円へと成⻑さ
せることを⽬標としています。内訳をみると、製造業で1兆2,000億円、⾮製造,
業で1兆2,000億円とすることとしています。

Robot市場規模単位：億円

100,000 

120,000 

9.7兆円

60,000 

80,000 

2.4兆円

20,000 

40,000 

0 
2015年 2020年 2025年 2035年

サービス分野 農林⽔産分野 ロボテク（RT）製品 製造分野
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出典）経済産業省「ロボット産業市場動向調査結果」を参考にオプティムにて作成



○○×ITの進捗
2015年度には既にあらゆる産業において IoT/AIの新しいアプローチが始まっています

建設（コマツとの業務提携） 農業（佐賀県・佐賀⼤学との
産学官連携協定）

2015年度には既にあらゆる産業において、IoT/AIの新しいアプローチが始まっています

産学官連携協定）

コスメ（パリ開催の
Cosmetic360出展） 医療（MRTとの共同開発）
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「○○×IT」による産業との融合

各業界 産業 を融合さ 「 より各業界・産業とIoT/AI/Robotを融合させる「○○×IT」により
ITの⼒で業界・産業基盤を再構築していきます

建設
農業

2017年度
以降

IoT

農業

医療
2017年度

以降
提供予定

以降
提供予定

IoT

AI Robot
ｺｽﾒ

2017年度
以降

提供予定

提供予定

AI Robot
教育

2017年度
以降

提供予定

提供予定

介護2016年度
提供予定 2016年度

提供予定

提供予定
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２． 「○○×IT」によりITの⼒で新しい産業基盤を創造する

■農業×IT ■農業×IT
佐賀⼤学農学部・佐賀県農林⽔産部・オプティムがIoT・AIを活⽤
した最新のIT農業の取り組みや経済効果予測、その効果を最⼤限
発揮するための新型ドローン、ロボットを開発、⽣産者と消費者
をつなげる野菜の新しいコンセプト「スマートやさい」などを発
表（2016/6/7）

■農業×IT
佐賀⼤学農学部、佐賀県農林⽔産部、オプティム、 殺⾍機能搭載ド
ローンを活⽤し、夜間での無農薬害⾍駆除を⽬指した 実証実験に世
界で初めて成功（2016/6/15）

表（2016/6/7）

■医療×IT
国内初となるスマートフォン、タブレットを⽤いた
遠隔診療・健康相談サービス「ポケットドクター」、

■医療×IT
国内初となるスマートフォン、タブレットを⽤いた遠隔診療・健康相
談サービス「ポケットドクター」、2016年7⽉5⽇より全国の専⾨医
から健康相談が受けられる「予約相談」サ ビスを提供開始どこでも再診が受けられる「かかりつけ医診療」サービスを提

供開始（2016/4/19）
から健康相談が受けられる「予約相談」サービスを提供開始
（2016/4/28）

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 35



２． 「○○×IT」によりITの⼒で新しい産業基盤を創造する 実績①
Cloud IoT OSの提供を開始
パートナーはIoTプラットフォーム基盤を活⽤による効率的な開発可能研究開発によるAI（Artificial intelligence）の知⾒を活かし、 パ トナ はIoTプラットフォ ム基盤を活⽤による効率的な開発可能
となり、さまざまな産業分野でのサービス構築・応⽤を素早く実現
（2016/9/16）

g
AIコンサルティングサービスの提供を開始（2016/5/18）

OPTiM Cloud IoT OSがMicrosoft Azureと連携し、 「2016 Japan IT Week 秋 IoT/M2M展」のブース内セミ
AI・IoTの導⼊・活⽤など幅広く対応（2016/10/25）

「2016 Japan IT Week 秋 IoT/M2M展」のブ ス内セミ
ナーにて、空席状況をリアルタイムに検知して、オプ
ティム独⾃のAIがTwitterから空席状況をつぶやくデモン
ストレーションを実施（2016/10/27）
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バイタルデータをAIにより分析し、遠隔医療や予防医療の発展 「OPTiM Cloud IoT OS」、画像解析分野において

２． 「○○×IT」によりITの⼒で新しい産業基盤を創造する 実績②

を強⼒に⽀援（2016/10/13） 世界初のモジュール型組み込みスーパーコンピュータ「NVIDIA 
Jetson」と連携し、エッジコンピューティングによるデータ処理の
最適化を実現（2016/10/17）

兼松コミュニケーションズが提供している
NetComm Wireless社製 グローバル M2M ゲートウェイ
「NTC-6200」シリーズに「OPTiM Cloud IoT OS」が対応
（2016/10/18）

IoTネットワークカメラを⽪切りに各種デバイスと、
「OPTiM Cloud IoT OS」との連携を推進（2016/10/21）
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医療×ITの今後のビジョン
遠隔医療 推進（政府⽅針）遠隔医療 推進（政府⽅針）遠隔医療の推進（政府⽅針）
■経済財政運営と改⾰の基本⽅針2015
■情報通信機器を⽤いた診療（いわゆる「遠隔診療」） について

遠隔医療の推進（政府⽅針）
■経済財政運営と改⾰の基本⽅針2015
■情報通信機器を⽤いた診療（いわゆる「遠隔診療」） について

医療情報のプラットフォームを提供
するMRTと国内初となる遠隔診療・
健康相談サービス「ポケットドク
ター」の提供を開始

クラウド、IｏTの活⽤で、時間も場所も選ばない医療へ
⾃宅に居ながら診察、健康診断、検査、薬の処⽅が受けられる
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ヘルスケア機器、ウェアラブルデバイスとの連携出典）⽇経デジタルヘルスが提唱するソーシャルホスピタルの概念図（イラスト：楠本礼⼦）
※時間も場所も選ばない医療のイメージ図です。



メディカルIoTプラットフォームの構築
更に今後は 医療機関と連携し 「Cloud IoT OS」 「Optimal Second Sight」の2つのプ更に今後は 医療機関と連携し 「Cloud IoT OS」 「Optimal Second Sight」の2つのプ更に今後は、医療機関と連携し、「Cloud IoT OS」、「Optimal Second Sight」の2つのプ
ラットフォームを組み合わせて、メディカルIoTプラットフォームの構築を⾏う予定です。
メディカルAIサービス、メディカルRobotサービスなどを⽤いて、遠隔医療の⾼度化を⾏
い、遠隔医療の推進を⾏なっていきます。

更に今後は、医療機関と連携し、「Cloud IoT OS」、「Optimal Second Sight」の2つのプ
ラットフォームを組み合わせて、メディカルIoTプラットフォームの構築を⾏う予定です。
メディカルAIサービス、メディカルRobotサービスなどを⽤いて、遠隔医療の⾼度化を⾏
い、遠隔医療の推進を⾏なっていきます。

メディカルIoTプラットフォーム
今までインターネットに接続されて
こなかった医療機器や医療データをこなかった医療機器や医療デ タを
接続することで、あらゆる医療に関
連する課題を解決することを⽬指し
ていきます

IoT
メディカルAIサービス メディカルRobotサービス

AI Robot
検査データ、画像データをAIにより解
析し、今まで専⾨家でしか発⾒する
ことのできなかった、症状と病理の
相関性を⾃動的に発⾒することを⽬

IoTやAIにより得られた知⾒から、Robot
を活⽤して物理的な医療⽀援を⾏うこと
を⽬指していきます

相関性を⾃動的に発⾒することを⽬
指していきます
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在宅医療/訪問介護の必要性

85歳以上の⼈⼝は、2035年には1,014万⼈へ（1990年は112万⼈）
それに伴い、85歳以上の要介護者は、456万⼈にも達する

また、労働⼈⼝は1990年の7,600万⼈から2035年には5,900万⼈に減少する※1

つまり対労働⼈⼝介護率0.6 %（1990年）から7.7%（2035年）と12.8倍に急拡⼤

⾼齢者は増加の⼀途 85歳以上の医療、介護の需要増

医療サービスの需要は増加し、働き⼿は減少していくが、、、

25年政府⽬標、病床数を最⼤20万削減（全体の139万を119万に削減）30
⾃宅や介 施 （ 付 経新 ）
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万⼈を⾃宅や介護施設に（出典：2016/6/15付 ⽇経新聞）
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※1 これらの数値は1990年 総務省「国勢調査」および「⼈⼝統計」を参考にオプティムが独⾃に分析



在宅医療/訪問介護へのシフト

（対策実例）織⽥病院様 メディカルベ スキャンプ（対策実例）織⽥病院様：メディカルベースキャンプ

国の⽅針でベット数が増やせない中、
在宅医療を推進し、患者の⾃宅ベットをバーチャルな病棟にみたて、
より多くの⾼齢患者の受⼊を実現する取組みを実現していますより多くの⾼齢患者の受⼊を実現する取組みを実現しています

佐賀新聞
平成２８年３⽉３１⽇（⽊）

国の政策に伴い 自治体も具体的に病床削減に乗り出している

織⽥病院（佐賀県⿅島市）は、⽇本医療機能評価機構
の認定病院の中で、⻲⽥病院（千葉県鴨川市）とならび、
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国の政策に伴い、自治体も具体的に病床削減に乗り出している

41

の認定病院の中で、⻲⽥病院（千葉県鴨川市）とならび、
もっとも評価が⾼かった。※出典：⽇経実⼒病院調査2010より



在宅医療あんしんパック

在宅医療あんしんパ クの提供を開始（2016/10/26）在宅医療あんしんパックの提供を開始（2016/10/26）
在宅医療に必要な 遠隔診療機能、お声がけ機能、転倒などの異常検知機能、ナースコール機能などを備えた
⾃宅に居ながら病院内で医者さんや看護師さんに⾒守ってもらっているような状態を実現するためのパッケージ。

タブレット 機器 機能

タブレッ ・お声がけ機能タブレッ
ト ・遠隔診療（かかりつけ医診療

機能)

・転倒検知(AI画像解析)

カメスマート

AIカメラ ・転倒検知(AI画像解析)

・⻑時間不在検知(AI画像解析)

スマート ・ナースコール機能
AIカメラスマ ト

ウォッチ
スマ ト
ウォッチ ・バイタルデータ収集機能

(⼼拍数、歩数、消費カロリー)

⽥中さん、
健康状態は
いかがです

(1)お声がけ機能 (2)遠隔診療機能 (3)転倒検知 (5)⻑時間不在検知 (6)ナースコール機能 (7)バイタルデータ収集機能(4)⻑時間不動検知
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AI・IoTを活⽤したスマート・ホーム・メディカルサービス
「在宅医療あんしんパック」の実証実験を織⽥病院にて開始

「OPTiM Cloud IoT OS」のAI解析機能と連携し、
⾼齢化⼤国⽇本が抱える社会的課題にAI・IoTを⽤いたソリューションを提案
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メディカル・イノベーション研究所 設⽴① (2016/12/22)

佐賀⼤学医学部とオプティムが未来型医療IoT/AIの共同研究において包括提携
『メディカル・イノベーション研究所』を設⽴『メディカル イノベ ション研究所』を設⽴

⾼度医療に向けた新たな知
⾒と研究

IoT・AIのテクノロジー 知
的⾒と研究

医療を担う⼈材の育成

臨床データや実践の場の提
供

的

戦略・ノウハウの提供 医療

IoT・AI⼈材の育成⽀援
供

⾼度医療の実現・地域医療の連携強化に向け、
学術シーズとIoT/AIを融合した共同研究により、新たなイノベーションを創出する学術シ ズとIoT/AIを融合した共同研究により、新たなイノベ ションを創出する

ー 未来型医療IoT・AIの活⽤で佐賀から世界をリードする ー
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メディカル・イノベーション研究所 設⽴② (2016/12/22)

医療のあらゆる専⾨領域において、第⼀⼈者の医師と包括的に共同研究を実践する
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メディカル・イノベーション研究所 設⽴③ (2016/12/22)

佐賀⼤学とオプティムでは、臨床画像データをAI（⼈⼯知能）に画像解析させることで、
「緑内障」、「糖尿病網膜症」、「加齢⻩斑変性」の早期発⾒・治療を⽬指す

医⽤画像処理における深層学習を活⽤した特定領域抽出
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AIの研究開発例
2015年度に発表した Cloud IoT OS上で動作するAIを⽤いて 様々な業界へ2015年度に発表した、Cloud IoT OS上で動作するAIを⽤いて、様々な業界へ
の展開を⾏なっています。

機械学習 画像解析 顔認識 ⾳声解析ディープ
ラーニング

AI (Artificial Intelligence)

Droneで空撮した
画像データ

Droneで空撮した
画像データ

ヘルスケア
デバイス

センシング
デバイス画像デ タ

品種ごとの
⽣育管理・病

害⾍検出

画像データ

3Dモデリング
を活⽤した
⼟量計算

デバイス

病気予測

デバイス

⽼朽化
故障予測害⾍検出 ⼟量計算

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 47

農業 ⼟⽊ 医療 建築



成⻑戦略3つの柱

３．合弁会社設⽴による営業⼒強化による販売拡⼤、新サービスの
創造を推進する
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合弁会社戦略
地域パートナー 業界パートナーとの合弁会社を通じて OPTiMのライセンス（サー地域パートナー、業界パートナーとの合弁会社を通じて、OPTiMのライセンス（サー
ビス/技術）を提供していきます。販売の拡⼤、新たなサービスの提供を⾏います。

オプティム地域パートナー 業界パートナー

出資
ライセンス卸 出資

販路／ノウハウ提供
出資
販路／⼈材提供

出資
ライセンス卸

ライセンス収益

地域合弁A 業界合弁A

ライセンス収益

各社に販売しライセンス収益各社に販売しライセンス収益

エンド エンド エンド エンド エンド エンド
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2017年3⽉期 業績⾒通し2017年3⽉期 業績⾒通し
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2017年3⽉期 経営⽅針

OPTiM Cloud IoT OSで
国内デファクトスタンダード獲得を⾏うための

集中投資を⾏い集中投資を⾏い
第4次産業⾰命において中⼼的な役割を果たす

企業となるための1年とする
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2017年3⽉期 通期業績⾒通し
（単位：百万円）

勘定科⽬ 2015年度 実績 2016年度 予想 前年⽐

売上⾼ 2,620 3,200 122.1%

営業利益 118 9%営業利益 538 640 118.9%

経常利益 539 640 118.5%

純利益 289 434 150.0%純利益 289 434

• 2017年3⽉期の業績は、創業来17期連続となる過去最⾼売上⾼、6期連続増益を⽬指す。既存サービ
スの安定した成⻑による、売上32億（前年⽐売上⾼122%）、利益6.4億（ROE20%）は達成可能な
⾒通しです。

• 第４次産業⾰命に向け、OPTiM Cloud IoT OSで国内デファクトスタンダード獲得し第4次産業⾰命を
リードする企業を⽬指す。そのために IoT/AI/Robot分野に集中投資を⾏い、基盤を整える1年として
いきます。

• 売上、利益ともに新規サービスの受注により拡⼤の可能性を残す。なお、計画値と乖離が⽣じた場合
には、速やかに開⽰します。

• だだし、第４次産業⾰命に向けた事業展開を⾏う中、更なる事業機会を発⾒した場合には、計画値に
とらわれず⼤型な投資も⾏い、速やかに開⽰します。
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【ご参考】2017年3⽉期の取り組み実績

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 53



IoT プラットフォームサービス
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2年連続EMMソリューション市場売上額シェア1位を達成 (2016/04/08)

MDM・PCマネジメントサービス「Optimal Biz」、
IDC Japan株式会社が2015年9⽉に発表した調査レポート

「国内エンタープライズモビリティ管理ソリューション市場
年 分析 年 年 測2014年の分析と2015年〜2019年の予測」にて、

EMMソリューション市場（クラウド型サービス）売上⾦額シェア年連続1位を達成
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「Optimal Biz」、Apple School Managerに対応(2016/05/26)

Appleが提供するApple School Managerをはじめとした、
iOS 9.3における教育向け機能に対応した、2年連続⽂教市場（学校向け市場）向けMDM

売上⾼シェアNo.1であるMDM・PCマネジメントサービスOptimal Bizを提供
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「OPTiM Store」をカスタマイズした法⼈向けサービスストア
「KCS Business App Store」を正式提供開始(2016/07/28)

オプティムが提供している法⼈向けセキュア・マーケットプレイス「OPTiM Store」をオプティムが提供している法⼈向けセキュア マ ケットプレイス「OPTiM Store」を
カスタマイズし、兼松コミュニケーションズが提供する法⼈向けサービスストア

「KCS Business App Store」を正式提供開始
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東京都⽴産業技術⾼等専⾨学校と、産学連携協定を締結(2016/4/25)

東京都⽴産業技術⾼等専⾨学校と、
情報セキュリティ技術者育成に関する産学連携協定を締結
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「Zone Management」にて、新たな基本特許技術を権利化
（2016/9/7）

IoTデバイスを時空間で管理する概念「Zone Management」にて、
新たな基本特許技術を権利化
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IoT プラットフォームサービス（Cloud IoT OS）
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AIコンサルティングサービスの提供を開始(2016/05/18)

研究開発によるAI（Artificial intelligence）の知⾒を活かし、
AIコンサルティングサービスの提供を開始
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IoT時代に最適化された新型OS「OPTiM Cloud IoT OS」、
パートナー向けに提供開始(2016/09/16)

パートナーはIoTプラットフォーム基盤を活⽤による効率的な開発可能となり、
さまざまな産業分野でのサービス構築・応⽤を素早く実現
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オムロン ヘルスケア機器と「OPTiM Cloud IoT OS」が連携(2016/10/13)

バイタルデータをAIにより分析し、遠隔医療や予防医療の発展を強⼒に⽀援
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「OPTiM Cloud IoT OS」、画像解析分野において「NVIDIA Jetson」と連携(2016/10/17)

「OPTiM Cloud IoT OS」、画像解析分野において
世界初のモジュール型組み込みスーパーコンピュータ「NVIDIA Jetson」と

連携し、エッジコンピューティングによるデータ処理の最適化を実現
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AI・IoT事業の推進について兼松コミュニケーションズと提携(2016/10/18)

兼松コミュニケーションズが提供している
NetComm Wireless社製 グローバル M2M ゲートウェイ「NTC-6200」シリーズに

「OPTiM Cloud IoT OS」が対応
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AI・IoT事業の推進についてアイ・オー・データと技術提携(2016/10/21)

IoTネットワークカメラを⽪切りに各種デバイスと、
「OPTiM Cloud IoT OS」との連携を推進
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オプティムとマイクロソフト、AI・IoT分野において技術連携(2016/10/25)

OPTiM Cloud IoT OSがMicrosoft Azureと連携し、
AI・IoTの導⼊・活⽤など幅広く対応
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AI（⼈⼯知能）を活⽤した画像解析によるリアルタイム空席検知サービスを発表(2016/10/27)

「2016 Japan IT Week 秋 IoT/M2M展」のオプティムブースにて実演
ブース内セミナーにて、空席状況をリアルタイムに検知して、

オプティム独⾃のAIがTwitterから空席状況をつぶやくデモンストレーションを実施
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IoTプラットフォームサービス（農業×IT）
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三者連携による最新のIT農業に対する新たな取り組みを発表(2016/06/07)

佐賀⼤学農学部・佐賀県農林⽔産部・オプティムが三者連携による佐賀⼤学農学部 佐賀県農林⽔産部 オプティムが三者連携による
最新のIT農業に対する取り組みを発表

IoT・AIを活⽤した最新のIT農業の取り組みや経済効果予測、
その効果を最⼤限発揮するための新型ドローン ロボットを開発 ⽣産者と消費者をその効果を最⼤限発揮するための新型ドローン、ロボットを開発、⽣産者と消費者を

つなげる野菜の新しいコンセプト「スマートやさい」などを発表
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夜間での無農薬害⾍駆除を⽬指した実証実験に世界で初めて成功(2016/06/15)

佐賀⼤学農学部、佐賀県農林⽔産部、オプティム、 殺⾍機能搭載ドローンを活⽤し、夜間佐賀⼤学農学部、佐賀県農林⽔産部、オプティム、 殺⾍機能搭載ドロ ンを活⽤し、夜間
での無農薬害⾍駆除を⽬指した 実証実験に世界で初めて成功

〜 農薬を使⽤しない⾃動害⾍駆除で「夜の農業⾰命」を⽬指す 〜

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 71



リモートマネジメントサービス
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世界初の遠隔作業⽀援専⽤スマートグラスの新型機「Remote Action model W」を発表
(2016/06/08)

新型ハードウェア「Telepathy Walker」をベースとした新型ハ ドウェア「Telepathy Walker」をベ スとした
「Remote Action model W」を新たに発表
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リモートマネジメントサービス（医療×IT）
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「ポケットドクター for 震災⽀援版」提供開始(2016/04/19)

「平成28年熊本地震」の⽀援を⽬的として、
被災地向け遠隔医療サービス「ポケットドクター for 震災⽀援版」の

無償提供を開始
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ポケットドクター、「かかりつけ医診療」サービス提供開始(2016/04/28)

国内初となるスマートフォン、タブレットを⽤いた
遠隔診療・健康相談サービス「ポケットドクター」、2016年4⽉28⽇より

どこでも再診が受けられる「かかりつけ医診療」サービスを提供開始
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ポケットドクター、「予約相談」サービスを提供開始(2016/07/05)

国内初となるスマートフォン、タブレットを⽤いた
遠隔診療・健康相談サービス「ポケットドクター」、2016年7⽉5⽇より

全国の専⾨医から健康相談が受けられる「予約相談」サービスを提供開始
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メディカル・イノベーション研究所 設⽴① (2016/12/22)

佐賀⼤学医学部とオプティムが未来型医療IoT/AIの共同研究において包括提携
『メディカル・イノベーション研究所』を設⽴『メディカル イノベ ション研究所』を設⽴

⾼度医療に向けた新たな知
⾒と研究

IoT・AIのテクノロジー 知
的⾒と研究

医療を担う⼈材の育成

臨床データや実践の場の提
供

的

戦略・ノウハウの提供 医療

IoT・AI⼈材の育成⽀援
供

⾼度医療の実現・地域医療の連携強化に向け、
学術シーズとIoT/AIを融合した共同研究により、新たなイノベーションを創出する学術シ ズとIoT/AIを融合した共同研究により、新たなイノベ ションを創出する

ー 未来型医療IoT・AIの活⽤で佐賀から世界をリードする ー
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メディカル・イノベーション研究所 設⽴② (2016/12/22)

医療のあらゆる専⾨領域において、第⼀⼈者の医師と包括的に共同研究を実践する
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メディカル・イノベーション研究所 設⽴③ (2016/12/22)

佐賀⼤学とオプティムでは、臨床画像データをAI（⼈⼯知能）に画像解析させることで、
「緑内障」、「糖尿病網膜症」、「加齢⻩斑変性」の早期発⾒・治療を⽬指す

医⽤画像処理における深層学習を活⽤した特定領域抽出
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その他サービス（雑誌読み放題サービス）
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タブホ、全国のローソン・ミニストップ・サークルK・サンクスにて販売開始(2016/05/12)

⼈気雑誌読み放題サービス「タブホ」、⼈気雑誌読み放題サ ビス「タブホ」、
ローソン（全国11,551店舗）、ミニストップ（全国2,214店舗）、

サークルK・サンクス（全国6,289店舗）にて、
国内最⼤445誌1,100冊以上のコンテンツを取り揃えている国内最⼤445誌1,100冊以上のコンテンツを取り揃えている

⼈気雑誌読み放題サービス「タブホ」を2016年5⽉12⽇より販売開始
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JALが運営する⽻⽥空港国内線ラウンジにて、「タブホスポット」を提供開始(2016/06/01)

⽇本航空株式会社(JAL)が運⽤する⽻⽥空港国内線ラウンジの⽇本航空株式会社(JAL)が運⽤する⽻⽥空港国内線ラウンジの
「ダイヤモンド・プレミア ラウンジ（南ウイング・北ウイング）」と

「サクララウンジ（南ウイング・北ウイング）」で、ビジネス誌から趣味まで
幅広いジャンルの⼈気雑誌が無料で読み放題となる「タブホスポット」を提供幅広いジャンルの⼈気雑誌が無料で読み放題となる「タブホスポット」を提供
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⼈気雑誌読み放題サービス「タブホ」、全国のファミリーマートで販売開始(2016/07/05)

国内最⼤400誌1 200冊以上のコンテンツを取りそろえている国内最⼤400誌1,200冊以上のコンテンツを取りそろえている
⼈気雑誌読み放題サービス「タブホ」を、

全国のファミリーマートで2016年7⽉5⽇より販売開始
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⼈気雑誌読み放題サービス「タブホ」にブラウザ版が登場(2016/08/01)

⼈気雑誌読み放題サービス「タブホ」のウェブブラウザ版の提供を2016年8⽉1⽇より開始
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⼈気雑誌250誌以上が読み放題となる「タブホスポット」、NTT東⽇本での販売が開始

⼈気雑誌250誌以上が読み放題となる「タブホスポット」、
NTT東⽇本での販売が開始（2017年1⽉26⽇）
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国内最⼤級の電⼦雑誌読み放題サービス『J:COMブックス』提供開始

国内最⼤級の電⼦雑誌読み放題サービス
『J:COMブックス』提供開始（2017年2⽉1⽇）

Copyright © 2016 OPTiM Co. All Rights Reserved. 87



www.optim.co.jp
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